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丘のまち丘のまち

　ー Ｔｏｐｉｃ ー

   　今から始めるフレイル予防



健康長寿を目指して

今から始めるフレイル予防
　新型コロナウイルス感染症の影響による自粛生活の長期化で、地域の集まりや外出の機会が減

るなど、人との関わりや運動不足などにより、フレイルになってしまう方が増えています。

　いつまでも元気で自分らしく暮らすために、今からフレイル予防を始めましょう。

　問合せ／保健福祉課地域支援係　☎ 92-4248

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
の
平
均
寿
命
は
延
び
続
け
、
男

女
と
も
に
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
長
い

人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
寿
命
だ
け
で
は
な
く
、
心
身
と
も
に

健
康
に
過
ご
せ
る
期
間
で
あ
る
健
康
寿
命

を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

男性　81.64 歳

女性　87.74 歳
（令和２年度）

男性　72.14 歳

女性　74.79 歳
（平成 28 年度）

平
均
寿
命

健
康
寿
命

制限なく自立した生活を送れる期間

 要介護状態となる期間
　　　　＝平均寿命と健康寿命の差

男性＝約９年、女性＝約 12 年

フ
レ
イ
ル
と
は
？

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

で
筋
力
や
活
力
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

弱
く
な
っ
て
く
る
状
態
の
こ
と
で
、
「
健

康
」
と
「
要
介
護
」
の
中
間
を
指
し
ま
す
。

　

多
く
の
高
齢
者
が
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要

　　

自
立
度

加齢

健康 フレイル（虚弱）

健康寿命

回復可能 回復困難

フ
レ
イ
ル
が
始
ま
る
と

　

フ
レ
イ
ル
が
始
ま
る
と
、
な
ん
と
な
く

元
気
が
で
な
い
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
歩

介
護
状
態
に
な
る
の
で
、
フ
レ
イ
ル
を
予

防
す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
重
要

な
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要介護要介護

行
が
遅
く
な
る
、
家
に
こ
も
る
こ
と
が
多

く
な
る
、と
い
っ
た
兆
候
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
状
態
が
長
く
続
き
、
悪
化

し
て
い
く
と
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
兆
候
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

フレイルから健康に戻そう！

フ
レ
イ
ル
は
改
善
で
き
ま
す

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も

と
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く

な
り
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
の
段
階
で
対
策

を
行
え
ば
、
健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
に
い
ち
早
く
気
づ

い
て
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
慌

て
て
対
策
し
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
フ
レ
イ

ル
に
興
味
を
持
ち
、
家
族
ぐ
る
み
で
気
を

つ
け
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

人
生
の
「
老
い
の
坂
道
」
は
誰
し
も
通

る
道
で
す
が
、フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
知
り
、

積
極
的
に
予
防
や
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

で
こ
の
坂
道
を
な
だ
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
活
動
で
き
る
「
健

康
長
寿
」
を
目
指
し
て
、
家
族
、
友
人
み

ん
な
で
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

要介護から健康に戻るのは困難
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フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
「
食

事
・
運
動
・
社
会
参
加
」
の
３
つ
の
ポ
イ

イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食
事

社
会
参
加

　

●
１
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
　

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
肉
・
魚
・

　
　

卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
や
骨
を
強
く

　
　

す
る
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
を
積
極
的

　
　

に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

●
良
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

●
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事

　
　

し
ま
し
ょ
う
。

　

●
町
内
会
や
地
域
活
動
な
ど
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　

●
サ
ロ
ン
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

に
参
加
し
、
仲
間
と
の
趣
味
や
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

運
動

　

●
今
よ
り
10
分
多
く
動
く
時
間
を
作
る

　
　

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

●
日
常
生
活
に
簡
単
な
運
動
を
取
り
入

　
　

れ
ま
し
ょ
う
。

つま先立ちの体操 膝伸ばしの体操

両膝を交互に伸ばします。伸ば

した状態で５秒止めます。

つま先は天井

に向けます。

自宅で簡単にできる体操を紹介します！

立ち上がりの体操

椅子からゆっくり立ち上がり、

またゆっくり椅子に座ります。

おじぎをす

るように、

前かがみで

立ち上がり

ます。

１日の目安　10 ～ 20 回×２セット
※筋肉痛にならない程度に行ってください

１２３

ポイント！

ポイント！

転倒しないように

椅子の背などを持

ち、かかとを上げ

る動作をゆっくり

と繰り返します。

できない人は手
を使っても構い
ません。膝が痛
む場合は、痛み
が出ない範囲で
行ってくださ
い。

膝を伸ばし、真上に上がるよう

な意識でつま先立ちをします。

歯磨きや洗濯

物を干す際の

「ながら体操」

に最適です。

椅子の下を両手で持ち、背中は背

もたれから離して姿勢を正します。

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
内
で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

地
域
サ
ロ
ン

　

地
域
サ
ロ
ン
は
、
身
近
な
所
で
気
軽
に

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。
町
内
に

は
、
現
在
11
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
の
家
な
ど
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
、体
を
動
か
し
た
り
、お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

 

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

　

毎
月
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
フ
レ
イ
ル
予

防
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
と

楽
し
く
、
ふ
ま
ね
っ
と
や
体
操
な
ど
で
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
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事業費

令和２年度

決算を報告します
　令和２年度の決算が認定されました。昨年度はどれくらいの収入があり、どのような目的で
支出されたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

地方交付税
49 億 1,288 万円

（41.3％）

国・道支出金

町税

町債

その他

32 億 1,355 万円
（27.0％）

11 億 4,815 万円
（9.7％）

６億 4,616 万円
（5.5％）

19 億 6,249 万円
（16.5％）

歳入

歳出

115 億
9,288 万円

23 億 5,329 万円
（20.3％）

公債費

人件費

物件費

補助費等

事務組合負担金

扶助費

維持修繕費

その他

16 億 1,129 万円
（13.9％）

14 億 2,493 万円
（12.3％）

12 億 732 万円
（10.4％）

15 億 3,064 万円
（13.2％）

９億 8,856 万円
（8.5％）

７億 1,665 万円
（6.2％）

４億 1,925 万円
（3.6％）

13 億 4,095 万円
(11.6％）

地方交付税／一定水準の行政サー

　ビスが行えるよう、国から交付

　されるお金

国・道支出金／国、道が必要と認

　めた事業に対して配分されるお金

町税／町民税や固定資産税などの

　税金

町債／道路などの公共施設を整備

　するために借りるお金

その他／国から配分される交付金

　など

事業費／道路、学校などの公共施

　設の整備にかかるお金

公債費／施設を造るときなどに借り

　たお金（町債）を返済するお金

補助費等／諸団体などに対する補

　助金

人件費／職員の給料などにかかる

　お金

物件費／物品の購入や光熱水費な

　どにかかるお金

事務組合負担金／消防、清掃組合

　などの運営にかかるお金

扶助費／医療費助成や児童手当な

　ど生活を支援するためのお金

維持修繕費／公共施設などの修繕

　にかかるお金

その他／繰出金や予備費など

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行に対応するため、新しい生活様式への対応や困っ

ている方への支援、各産業の安定した経営持続に向けた支援、町内における経済対策としてのクーポン事業

など、安心した暮らしを守り抜くことを第一に事業を実施しました。

　今後も、感染症への対策はもちろん、これまでも取り組んできた人口減少問題への対策、安心して暮らし

続けられる環境の整備など、特色あるまちづくりを進めていきます。

　語句の説明
一般会計　歳入と歳出

この繰越金２億

9,035 万 円 は、

令和３年度の貴

重な財源として

活用されていま

す。

総務課　角谷主任（財政担当）

◆歳入

◆歳出

繰越金　歳入ー歳出＝２億 9,035 万円

118 億
8,323 万円
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会計名 歳　入 歳　出 差　引

老人保健施設事業 １億 98 万円 １億 98 万円 ０万円

農業研修施設事業 1,687 万円 1,687 万円 ０万円

水力発電事業 4,342 万円 4,342 万円 ０万円

白金泉源事業 3,248 万円 3,191 万円 57 万円

公共下水道事業 ４億 590 万円 ４億 149 万円 441 万円

会計名 収　入 支　出 差　引

水道

事業

収益的
収支

３億 946 万円 ３億 838 万円 108 万円

資本的
収支

3,555 万円 １億 502 万円 ▲ 6,947 万円

病院

事業

収益的
収支

11 億 8,332 万円 11 億 2,771 万円 5,561 万円

資本的
収支

2,267 万円 １億 3,148 万円 ▲ 1 億 881 万円

基金（町の貯金）の残高 町債（町の借金）の残高

企業会計

　地方公共団体は、財政の早

期健全化や再生の必要性を判

断するため、財政状況を共通

の方法で表すよう、次に示す

指標の算定および公表が義務

付けられています。

　実質公債比率 　将来負担比率
　実質赤字比率

連結実質赤字比率

黒字のため
数値はありません

11.0％ 54.6％

　一般会計や特別会

計の赤字の割合。

　年間の借金返済額

の割合。早期健全化

基準は 25％であり、

美瑛町は比較的借金

返済額が少ないこ

とを示しています。

　将来、負担が見込
まれる負債の割合。
早期健全化基準は
350％であり、美瑛町
は現時点で将来への
財政負担が少ないこ
とを示しています。

特別会計

　民間企業のように、利用料

金などの収入で運営している

会計です。

財政健全化判断比率

　公共下水道、水力発電など

一般会計と区別し、特定の収

入と支出で経理を行う会計で

す。

　40 億円前後を維持することで、将来に
わたって安定した財政運営を行うための備
えとしながら、必要な事業を実施する際の
貴重な財源として活用します。

　町債は、借りた金額の一部が地方交付税
として国から交付されます。下記の金額の
およそ７割は、収入として交付税を受けら
れるので、実質的に町の負担は少なくなり
ます。

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

46

44

42

40

38

36

34

32

30

（億円）

42.2

42.0

38.4 38.0

38.6

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

（億円）
170
160
150
140
130
120
110
100

146.8

149.1 149.3
142.7

133.7
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し

た
場
合
で
も
、
接
種
後
の
時
間
の
経
過
と

と
も
に
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
免
疫
原
性

が
低
下
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
（
３
回
目
接
種
）
の
実
施
に
つ
い
て
国

か
ら
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
で
接
種

す
る
こ
と
で
、
体
内
で
作
ら
れ
た
免
疫
を

再
度
高
め
て
発
症
や
重
症
化
の
予
防
効
果

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
町
で

は
、
国
の
方
針
に
基
づ
い
て
３
回
目
の
接

種
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
１
月
号
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
デ
ジ
広
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
す
る

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
強
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
92ｰ

７
０
２
１
・
☎
92ｰ

７
０
９
０

▼
接
種
対
象
者

　

18
歳
以
上
で
、
２
回
目
接
種
日
か
ら
原

則
８
カ
月
以
上
経
過
し
た
方

▼
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
12
月
以
降
、
医
療
従
事
者
へ
の
３
回
目 

  

の
接
種
を
始
め
ま
す
。

〇
18
歳
以
上
で
２
回
接
種
済
み
の
方
に

▼
接
種
会
場

　

美
瑛
町
立
病
院
お
よ
び
美
瑛
循
環
器
・

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
に
は
、
２
回
目
接
種
終

了
日
か
ら
原
則
８
カ
月
以
上
経
過
し
た
順

に
、
町
が
指
定
す
る
３
回
目
の
接
種
日
と

会
場
を
記
載
し
た
接
種
券
を
１
月
中
旬
か

ら
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

接
種
日
の
変
更
ま
た
は
接
種
を
希
望
し

な
い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
65
歳
以
上
の
方
は
３
回
目
の
接
種
の

　

予
約
が
不
要
で
す

は
、
２
月
上
旬
か
ら
３
回
目
の
接
種
を

始
め
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

今
後
も
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
は
、
９
月
30
日
以
降
発
出

さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
（
11
月
30
日
現
在
）
は
、
飲
食
（
会
食
）
時
の
人
数
制
限
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
自
粛
な
ど
、
何
ら
制
限
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
落

ち
込
ん
で
い
た
飲
食
業
や
観
光
業
な
ど
に
次
第
に
人
が
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
発
生
以
来
、
比
較
的
落
ち
着
い
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
状

況
が
続
け
ば
、
ま
す
ま
す
社
会
経
済
活
動
が
活
発
化
し
て
い
き
、
人
の
往
来
も
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
も
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
を
継
続
し
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
安
全
で
楽
し
い
年
末
年
始
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

ー
　
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策

　
ー

　

日
常
生
活
で
は

　

飲
食
（
会
食
）
の
際
は

感
染
防
止
を
徹
底
し
て
い
る
飲
食
店
（
北
海
道
飲
食
店
感
染
防
止 

対
策
認
証
店
や
丘
の
ま
ち
び
え
い
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
実
施
店
な

ど
）
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

短
時
間
で
、
深
酒
せ
ず
、
大
声
を
出
さ
ず
、
会
話
の
際
は
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
な
ど
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
大
人
数
で
の
飲
食
の
際
は
、
よ
り
一
層
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
」
の
回
避
や
「
マ
ス
ク
の

着
用
」、　

「
手
洗
い
や
手
指
消
毒
」
を
継
続
し
て
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

発
熱
や
咳
な
ど
体
調
が
悪
い
場
合
に
は
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●●●●●
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随
時
積
雪
の
状
況
を
確
認
し
、
除
雪
を

行
う
「
め
や
す
」
を
超
え
る
積
雪
が
あ
っ

た
場
合
に
除
雪
車
が
出
動
し
ま
す
。

※
除
雪
は
早
朝
よ
り
行
い
ま
す
。

※
除
排
雪
作
業
に
よ
り
、
建
物
な
ど
が
損

　

傷
を
受
け
た
場
合
は
、
現
場
を
確
認
の

　

う
え
、
建
設
水
道
課(

☎
92-

４
４
３
１
）

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
町
道
の
除
排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
町
で
は
除
排
雪
計
画
を
策
定
し
、
冬
道
の
交
通
事
故
防
止
と
生
活
路
線
確
保
の
た
め
、

安
全
で
迅
速
な
除
排
雪
作
業
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
冬
道
の
確
保
に
向
け
て
、
町
道
の
除
排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　 
 

問
合
せ
／
建
設
水
道
課
維
持
係
（
除
雪
対
策
本
部
）

　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

☎
92-

４
４
３
１

国
道
の
除
排
雪
に
関
す
る
連
絡
先
／

　

旭
川
開
発
建
設
部
旭
川
道
路
事
務
所

　

（
☎
61-

０
１
３
６
）

道
道
の
除
排
雪
に
関
す
る
連
絡
先
／

　

上
川
総
合
振
興
局
旭
川
建
設
管
理
部
事

　

業
課
施
設
保
全
室
（
☎
26-

４
４
６
１
）

〇
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

  

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
道
路
が  

  

完
全
に
遮
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
を
捨
て
る
場
合
は
、
原
野
３
線
の
雪

捨
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

雪
捨
て
の
際
は
、
ご
み
が
混
ざ
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

期
間
／
令
和
４
年
４
月
中
旬
（
予
定
）
ま
で

※
雪
捨
場
ま
で
の
道
幅
が
狭
く
な
っ
て
い

　
る
た
め
、
通
行
の
際
は
必
ず
徐
行
し
て

　
く
だ
さ
い
。

【
４
㌧
を
超
え
る
大
型
車
両
の
乗
り
入
れ

を
制
限
し
て
い
ま
す
】

　

４
㌧
を
超
え
る
大
型
車
両
で
雪
を
捨
て

る
場
合
は
、
原
野
６
線
ま
た
は
美
沢
10
線

の
雪
捨
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
３
日
前
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　

「
車
道
」
15
㌢
以
上

　
　
　

「
歩
道
」
７
㌢
以
上

 

除
雪
を
行
う
「
め
や
す
」

 

雪
捨
場
の
利
用
に
つ
い
て

 

国
道
、
道
道
の
除
排
雪

積
雪
が

  

除
雪
に
際
し
、
家
の
出
入
り
口
や
車
庫   

  

前
な
ど
の
間
口
に
残
っ
た
雪
は
、
各
家  

  

庭
で
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
道
路
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
と
の
段
差
解
消
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
や

　

鉄
板
な
ど
は
、
除
雪
車
の
損
傷
や
作
業

　

員
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た

　

め
、
必
ず
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
間
口
付
近
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協
力

　

く
だ
さ
い

〇
私
有
地
内
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い
で

　

く
だ
さ
い

　

私
有
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
行
為

　

は
、
道
路
の
幅
が
狭
く
な
る
だ
け
で
は

　

な
く
、
通
行
に
支
障
を
来
し
、
事
故
を

　

引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

 

排
雪
に
つ
い
て

　

市
街
地
、
白
金
地
区
、
美
馬
牛
市
街

地
は
、
道
路
の
幅
員
確
保
や
交
差
点
の

見
通
し
を
確
保
す
る
た
め
、
堆
雪
状
況

に
応
じ
た
排
雪
を
年
１
～
２
回
程
度
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
気
象
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
方
法
や
回
数
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

除雪などにより雪山が大き
くなり、道路幅員が狭く、
交差点の見通しが悪い

車道および歩道の全ての堆雪を
排雪し、幅員および交差点の見
通しを確保します

所定の車線数の確保を目的に車
道内の堆雪と歩道の一部の堆雪
を排雪します

※
雪
が
降
り
始
め
る
時
間
に
よ
っ
て
は
出

　

動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　　排雪のイメージ 全排雪

カット排雪

安
全
、
迅
速
な
除
排
雪
作
業
の
た
め         

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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　Be コインをカードから

　　　スマートフォンアプリ「chiica」に

　　　　　　　　　　　　移行しませんか？
問合せ／商工観光交流課商工振興係　☎ 92-4321

android

「chiica」のアプリを

インストールします。

アプリの左上のメニュー

を開きます。

iPhone

STEP 1

美瑛町電子地域通貨「Be コイン」の残高は、スマートフォンアプリに移行することができます。

アプリに移行することで、使用履歴やポイント残高、使えるお店などを簡単に確認することができます。

Be コインカードと同じように使うことができるので、この機会に是非移行してみてください。

STEP ２

STEP ５

STEP ３

STEP ４

「コイン・ポイントの移行」

を選択します。

カードの QR コードを

読み取ります。

残高を確認し、「移行する」

を選択して移行完了！

操作は簡単！

５ステップ！

履歴や残高も一目で確認！

使えるお店がすぐわかる！

移行するとこんなに便利！
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１
日　

ジ
オ
パ
ー
ク
現
地
審
査

　
　
　
　

上
川
地
域
づ
く
り
連
携
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

２
日　

令
和
４
年
度
美
瑛
町
職
員
採
用
３
次
試
験

４
日　

美
瑛
町
除
排
雪
出
動
式

　
　
　

瑠
辺
蘂
地
区
敬
老
会

５
日　

行
政
区
長
会
議

　
　
　

農
業
委
員
と
の
意
見
交
換
会

８
日　

中
学
生
キ
ャ
リ
ア
教
育　
　

10
日　

上
川
管
内
町
村
長
会
議
（
愛
別
町
）

11
日
～
17
日

　
　
　

移
住
フ
ェ
ア
、
全
国
過
疎
地
域
連
盟

　
　
　

定
期
総
会
、
天
人
峡
中
央
要
望
（
東
京
）

22
日　

美
瑛
米
、
ゆ
め
ち
か
ら
パ
ン
寄
贈
式

　
　
　

宮
様
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委
員
会

23
日　

美
進
地
区
敬
老
会

24
日　

美
瑛
町
総
合
教
育
会
議

25
日　

活
性
化
協
会
理
事
会
・
評
議
員
会

30
日　

美
瑛
町
議
会
第
５
回
臨
時
議
会

　
僕
の
学
生
時
代
と
は
違
っ
て
、
最
新
の

大
学
の
教
室
は
清
潔
感
が
あ
り
機
能
的
で

す
。そ
ん
な
小
教
室
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
駆
使
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
改
良

案
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
学
生
に
対
し
、
美
瑛

町
職
員
が
「
金
券
は
返
礼
品
に
は
使
え
ま

せ
ん
よ
」
と
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
東
京
美
瑛
会
の
ご
紹
介
で
大
妻
女
子
大

（
東
京
都
千
代
田
区
）
と
連
携
し
た
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
「
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
て
美
瑛
町
の
関
係
人

口
を
増
加
さ
せ
る
に
は
」
と
い
う
課
題
に

対
し
、
学
生
９
グ
ル
ー
プ
が
約
半
年
か
け

て
解
決
策
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
11
月
中

旬
に
中
間
発
表
と
相
談
の
授
業
が
あ
り
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
若
い
女
性
な
ら
で
は
の
感
覚

と
感
性
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
美
瑛
町
の

現
状
、
特
性
と
合
わ
な
い
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
い
い
意
味
で
突
拍
子
も
な
い
、
突

き
抜
け
た
ア
イ
デ
ア
も
飛
び
出
し
て
き
ま

す
。
そ
れ
ら
を
う
ま
く
取
り
入
れ
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
中
間
発
表
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
提

案
が
多
く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
も
う
１
つ
、
別
の
意
味
で
嬉
し
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の
プ
レ
ゼ

ン
に
コ
メ
ン
ト
し
た
職
員
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
担
当
の
若
手
女
性
職
員
。
学
生
と

ま
っ
た
く
同
世
代
で
す
。
大
き
な
刺
激
を

受
け
て
帰
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
出
張
は
管
理
職
中
心
。
今

回
、
彼
女
の
上
司
の
「
お
じ
さ
ん
で
は
な

く
、
若
い
職
員
に
経
験
を
積
ま
せ
た
い
」

と
い
う
発
案
で
実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

出
張
中
に
も
「
女
子
大
だ
か
ら
、
次
回
の

最
終
発
表
も
若
手
女
性
職
員
に
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
新
し
い
提
案
が
出
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
々
日
に
は
移
住
定
住
の
フ
ェ
ア

で
、
僕
も
30
分
間
、
美
瑛
町
の
魅
力
を
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
実
は
も
と

は
職
員
か
ら
の
提
案
。
ま
た
、
同
フ
ェ
ア

に
は
職
員
だ
け
で
な
く
、
移
住
者
代
表
の

町
民
の
方
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
も
職
員
ア
イ
デ
ア
。

　
い
ま
予
算
編
成
の
時
期
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
課
や
室
で
、
職
員
自
ら
が
新
し
い
発

想
に
よ
る
取
り
組
み
や
、
新
規
事
業
を
提

案
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
由
闊
達
な
雰

囲
気
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
長
期
出
張
。
一
晩
だ
け
あ
っ
た
フ
リ
ー

の
夜
に
、
湯
島
天
神
の
参
道
、
老
舗
居
酒

屋
「
シ
ン
ス
ケ
」
の
暖
簾
を
く
ぐ
り
ま
し

た
。
タ
タ
ミ
イ
ワ
シ
を
つ
ま
み
に
職
員
の

取
り
組
み
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
傾

け
る
熱
燗
が
し
み
じ
み
と
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　10月分支出額計　　250,296円

令和３年 10 月分交際費支出状況

月日 件　名 金額

10/1
宇都宮ﾌﾞﾘｯﾂｪﾝ会長逝去に対
する供花代

17,050

10/5
9 月 23 日発生集中豪雨災害見
舞金として

20,000

10/8
榎木孝明氏との懇談会に要し
た賄費

14,696

10/11
北海道選出国会議員 3 人の副
大臣就任に対するお祝い（花）

99,275

10/11
北海道選出国会議員 3 人の政
務官就任に対するお祝い（花）

99,275

町　長
コラム
vol.30

美瑛町長

角和　浩幸

11
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
第
25
回

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
開
票

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

美
瑛
町
開
票
結
果

有
権
者
数
／
８
４
６
７
人

投
票
者
数
／
５
５
５
２
人

投
票
率
／
65
・
57
％

■
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

東　

く
に
よ
し　
　
　

  

２
９
３
６
票

　

に
し
か
わ　

将
人　
　

  

２
３
３
６
票

　

さ
い
と
う　

忠
行　
　
　

  

１
８
９
票

■
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
党
名
は
略
称
）

　

維
新　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
７
３
票

　

令
和　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
２
０
票

　

社
民
党　
　
　
　
　
　
　
　

  　

88
票

　

自
民
党　
　
　
　
　
　

  

１
９
６
７
票

　

支
持
な
し　
　
　
　
　
　
　

  　

91
票

　

民
主
党
（
立
憲
）　
　

 

１
５
１
９
・
７
５
４
票

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

95
票

　

共
産
党　
　
　
　
　
　
　

  

４
２
８
票

　

民
主
党
（
国
民
）    

 

１
３
３
・
２
４
５
票

　

公
明　
　
　
　
　
　
　
　

  

４
５
４
票
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１
日
目
は
、
北
西
の
丘
展
望
公
園
で
、

当
地
域
の
丘
や
十
勝
岳
連
峰
の
成
り
立
ち

の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
ふ
る
さ
と
市
場
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
美
瑛
軟
石
を
生

か
し
た
街
並
み
（
本
通
り
・
美
瑛
駅
）
の

整
備
に
つ
い
て
現
地
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
専
門
部
会
、
事
務
局
、
町
長

そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
10
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　

札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　

問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　

☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
５
０

０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は

２
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群
の
噴

気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
80
㍍
以
下
で
し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で
経

過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご
く
浅

い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
62-

２
火
口
の
微
弱
な
火
映
は

８
月
７
日
以
降
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
火

山
性
微
動
も
10
月
中
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。

　

10
月
30
日
（
土
）
か
ら
11
月
１
日
（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
現
地
調
査
員
３
人
に
よ

る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
調
査
員　
　

（　

）
は
所
属
先

・
渡
辺
真
人
氏（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）

・
久
保
純
子
氏
（
早
稲
田
大
学
）

・
加
賀
谷
に
れ
氏
（
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

　

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
）

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新

規
認
定
審
査
の
た
め
の
現
地
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た

 

現
地
調
査　

１
日
目

 

現
地
調
査　

２
日
目

　

２
日
目
は
、
白
ひ
げ
の
滝
、
望
岳
台
、

小
松
原
原
生
林
、
日
の
出
公
園
、
土
の
館

な
ど
の
当
エ
リ
ア
の
見
ど
こ
ろ
と
、
拠
点

施
設
と
な
る
火
山
砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー
、

美
宙
、
上
富
良
野
町
郷
土
館
に
つ
い
て
現

地
で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
当
エ
リ
ア
の
応

援
団
で
あ
る
「
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
」
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

現
地
調
査　

３
日
目

　

３
日
目
は
、
大
正
泥
流
ト
レ
ン
チ
と
開

拓
歴
史
広
場
を
案
内
し
た
後
、
現
地
調
査

員
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
、
２
度
目
の
新

規
認
定
審
査
の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

講
評
で
は
、
地
元
団
体
の
活
動
の
素
晴

ら
し
さ
や
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の

構
想
エ
リ
ア
の
特
長
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
と

と
も
に
「
十
勝
岳
の
歴
史
と
人
々
の
関
係

を
多
く
の
人
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
各
部
会
の
正

副
部
会
長
や
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
当
エ
リ
ア
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
魅
力
を
現
地
調

査
員
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
審
査
の
結
果
は
、
来
年
１
月
28

日
に
発
表
に
な
る
予
定
で
す
。
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今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

今
月
は
「
金
星
の
最
大
光
度
」
と
「
ふ

た
ご
座
流
星
群
」
の
２
つ
が
主
な
天
文
現

象
で
す
。

　

夕
方
の
西
の
空
に
と
て
も
明
る
い
星
が

見
え
ま
す
。
正
体
は
「
宵
の
明
星
」
金
星

で
す
。
金
星
は
地
球
と
の
位
置
関
係
で
そ

の
明
る
さ
が
２
倍
以
上
変
化
し
ま
す
が
、

４
日
に
明
る
さ
が
最
大
と
な
る
「
最
大
光

度
」
と
な
り
ま
す
。
明
る
さ
の
変
化
は
な

だ
ら
か
で
、
前
後
１
週
間
く
ら
い
は
非
常

に
明
る
い
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
金

星
は
こ
の
後
、
太
陽
と
の
見
か
け
の
距
離

が
近
づ
き
、
12
月
下
旬
に
は
見
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。　

 

ま
た
、
今
月
は
、
年
間
三
大
流
星
群
の

１
つ
で
あ
る
「
ふ
た
ご
座
流
星
群
」
の
活

動
が
最
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
た
ご
座
流
星
群
は
、
ふ
た
ご
座
領
域

の
１
点
（
下
図
の
×
印
）
か
ら
流
星
が
放

射
状
に
流
れ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
今
年

は
13
日
の
夜
か
ら
14
日
の
明
け
方
に
か
け

て
と
、
14
日
の
夜
か
ら
15
日
の
明
け
方
に

か
け
て
の
２
夜
に
わ
た
っ
て
、
普
段
よ
り

も
多
く
の
流
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
上
弦
を
過
ぎ
た
月
の
明
か
り
が
少
し

眩
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
月
と
反
対
の

方
向
を
見
る
な
ど
、
月
明
か
り
を
目
に
入

れ
な
い
工
夫
を
し
て
空
を
眺
め
る
と
、
１

時
間
当
た
り
20
個
以
上
の
流
星
を
見
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

流
星
群
観
察
の
コ
ツ
は
「
目
が
屋
外
の

暗
さ
に
慣
れ
る
ま
で
最
低
で
も
15
分
ほ
ど

は
観
察
す
る
こ
と
」
と
「
で
き
る
だ
け
空

の
広
い
範
囲
を
見
る
こ
と
」
で
す
。

　

大
変
寒
い
季
節
で
す
の
で
、
寒
さ
対
策

を
し
っ
か
り
し
て
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

６
１
１
５  

星
の
ソ
ム
リ
エ
®
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

ステラナビゲータ10／
(株)アストロアーツにて作成

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
は
季
節
や
料

理
に
合
わ
せ
て
ワ
イ
ン
を
選
び
、
楽
し
い

会
話
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
季
節
や
場
所
に
合
わ
せ
て
美

し
い
星
を
見
せ
、
星
空
や
宇
宙
の
話
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
の
が
「
星
の
ソ
ム
リ
エ

®
」
で
す
。

　

郷
土
学
館
「
美
宙
」
で
は
、
平
成
30
年

度
に
道
内
で
初
め
て
「
星
空
案
内
人
（
星

の
ソ
ム
リ
エ
®
）
資
格
認
定
講
座
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
こ
の
資
格
認
定
講
座
は
、

星
空
や
宇
宙
の
楽
し
み
方
を
伝
え
、
地
域

で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
星
空
ガ
イ
ド

を
育
て
る
全
国
的
な
養
成
講
座
で
す
。

　

講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
ま
ず
「
星

空
案
内
人
（
準
案
内
人
）」
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
、
準
案
内
人
の
資
格

取
得
後
、
練
習
を
重
ね
て
実
技
試
験
に
合

格
す
る
と
「
星
空
案
内
人
」
の
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
外
の
方
も
含
め
、
準
案

内
人
52
人
、
星
空
案
内
人
６
人
が
認
定
さ

れ
て
お
り
、
「
美
宙
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
丘
の
ま
ち
び
え
い
Ｄ
Ｍ
О
の
星
空
観
光

ガ
イ
ド
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
こ
の
資
格
認
定
講
座
を
年
明

け
１
月
か
ら
開
講
す
る
予
定
で
す
。

町
内
で
活
躍
し
て
い
る

　
　
　

星
の
ソ
ム
リ
エ
®
を
紹
介
し
ま
す

片山明さん片山明美さん崎山雅恵さん

　美瑛の星空の美しさを伝える
ため、町の方や観光客に星空案

内を行っています。今後も皆さ

んと星空散歩を楽しみたいと思

います。

　星座絵のパネルを使って星空

案内をしています。とても綺麗

な美瑛の星空を皆さんと一緒に

楽しみたいと思っています。

　静寂な夜の丘には神秘的な

星々の世界が広がっています。

360°見渡せる美瑛の丘で星空

案内をしたいと思っています。
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KU
健診
　受けよう

　
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
の
広
瀬
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
ア
ル

コ
ー
ル
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
お
酒

　

酒
税
法
で
は
、
１
％
以
上
の
ア
ル
コ
ー

ル
を
含
む
飲
料
を
「
お
酒
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
酔
っ
て
し
ま
う
の
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
成
分
が
体
の
中
で
分
解
さ
れ
る
ま
で

酔
っ
た
状
態
は
続
き
ま
す
。

　

適
度
な
飲
酒
は
、
食
欲
増
進
や
気
分
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り

ま
す
が
、
過
剰
に
摂
取
す
る
と
体
に
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
障
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

薬
に
も
毒
に
も
な
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
節
度
あ
る
適

度
な
飲
酒
量
」
は
、
１
日
当
た
り
純
ア
ル

コ
ー
ル
量
20
ｇ
で
す
。
女
性
は
男
性
よ
り

も
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た

め
、
左
図
の
量
の
半
分
程
度
の
量
に
す
る

の
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

１
日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
、

男
性
で
40
ｇ
、
女
性
で
20
ｇ
を
超
え
る
と

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま
す
。

　

左
図
を
参
考
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
を
確

認
し
適
度
な
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
５
０
０
ml
の
ビ
ー
ル
を
１
日

に
２
缶
飲
ん
だ
場
合
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

は
40
ｇ
に
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
正
量

コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
酒

・
お
酒
を
買
う
と
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

　

の
表
示
を
よ
く
確
認
し
、
出
来
る
だ
け

　

低
い
も
の
を
選
ぶ

・
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
も
の
は
量
に

　

気
を
つ
け
る

・
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る

・
在
宅
で
も
生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
ず
、
デ

　

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
人
と

　

の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

※純アルコール量の求め方
酒の量（ml）×アルコール度数（％）÷100×0.8

　　　  10月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　9人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  9人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

722人

合計（延べ人数）

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
外
で
飲
酒
す
る
機
会
が
減
り
、
自
宅
で

の
飲
酒
の
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
飲
酒
は
、
時
間
の
制
限
が
な

く
な
り
、
飲
酒
量
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

日本人の１日の適度な飲酒量
（純アルコール量 20g）

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
入
る
と

種類 適正量

ビール（５％） 500ml　　１缶

日本酒（15％） 180ml　　１合

チューハイ（７％） 350ml　　１缶

焼酎（25％） 100ml

ワイン（12％） 200ml　グラス２杯

ウイスキー（40％） 60ml　シングル２杯

  

体
内
に
接
種
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
約

20
％
は
胃
で
、
残
り
は
小
腸
で
吸
収
さ
れ

ま
す
。
他
の
栄
養
素
と
比
べ
て
吸
収
が
早

く
、
飲
酒
し
て
か
ら
１
～
２
時
間
で
ほ
ぼ

吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

吸
収
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血
液
に

溶
け
込
み
肝
臓
に
送
ら
れ
分
解
さ
れ
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
の
ス
ピ
ー
ド

は
、
体
重
60
～
70
㎏
の
人
で
１
時
間
に
お

よ
そ
５
～
７
ｇ
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
５
０
０
ml
の
ビ
ー
ル
１
缶
分
で
、
３
～

４
時
間
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

　

こ
れ
ら
は
個
人
差
が
あ
り
、
体
質
的
に

お
酒
の
弱
い
人
や
肝
臓
の
小
さ
い
女
性
、

高
齢
者
は
分
解
が
遅
く
な
り
ま
す
。

分
解
に
か
か
る
時
間
＝

　

飲
酒
量
（
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
）
÷
１
時

　

間
の
分
解
量
（
５
～
７
ｇ
）

※
飲
酒
量
と
飲
み
終
わ
る
時
間
に
よ
っ
て

　

は
酔
い
を
感
じ
な
く
て
も
、
肝
臓
で
の

　

分
解
が
朝
に
な
っ
て
も
終
わ
っ
て
い
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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乳
幼
児
期
の
脳
の
発
達
は
著
し
く
、「
遊

び
」の
中
で
意
欲
的
に
体
を
使
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
習
得
し
、
経
験

の
中
で
、
自
発
的
に
遊
び
な
が
ら
我
慢
強

さ
を
身
に
着
け
て
い
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

の
刺
激
は
、
脳
に
強
い
影
響
を
与
え
、
本

　

大
人
が
ネ
ッ
ト
の
良
い
活
用
の
仕
方
を

モ
デ
ル
と
し
て
示
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
子

ど
も
に
ル
ー
ル
を
考
え
さ
せ
ま
す
。
守
れ

な
か
っ
た
ら
「
ど
う
し
た
ら
良
い
か
」
と

対
話
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
ル
ー
ル
は
作
り
ま
し
ょ

う
。

  

・ 

勉
強
を
し
て
い
る
場
所
、
寝
る
場
所 

  
  

に
は
「
ネ
ッ
ト
遊
び
」
が
で
き
る
機  

 
   

器
は
持
ち
込
ま
な
い
。

▼
10
歳
以
降
の
ル
ー
ル

　

10
歳
頃
か
ら
脳
の
発
達
は
、
予
測
、
判

断
、
学
習
を
思
考
す
る
段
階
に
入
り
、
友

だ
ち
や
周
囲
と
の
つ
な
が
り
を
優
先
す
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
子
ど

も
自
身
の
「
気
づ
き
」
が
不
可
欠
に
な
り

ま
す
。

▼
７
～
10
歳
頃
ま
で
の
ル
ー
ル

　

・
親
子
一
緒
に
ル
ー
ル
を
作
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
外
出
自
粛
が
長
期
化
す
る
中
、
家

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
時
間
が
長
く

な
り
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や
体
調
不
良

を
訴
え
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
10
月
27
日
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
お

助
け
ネ
ッ
ト
代
表
の
中
谷
通
恵
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
付

き
合
い
方
を
テ
ー
マ
に
子
育
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
谷
氏
は
、
講
演
の
中
で
、
北
海
道
は

年
齢
に
応
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
の
付
き
合
い
方

　

こ
の
時
期
か
ら
、
学
習
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
う
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
機
器
を
扱
う
時

間
が
増
え
て
き
ま
す
。
家
庭
で
の
楽
し
い

会
話
や
親
子
で
の
触
れ
合
い
が
ネ
ッ
ト
依

存
を
予
防
し
ま
す
。

０
～
６
歳
頃
ま
で
の
乳
幼
児
期
は

７
～
10
歳
頃
ま
で
は

10
歳
以
降
は

▼
乳
幼
児
期
の
ル
ー
ル

　

・
テ
レ
ビ
を
消
し
て
家
族
で
会
話
な
ど

　
　

を
楽
し
む

　

・
ス
マ
ホ
を
遊
び
道
具
に
し
な
い

　

・
ご
飯
を
食
べ
る
と
き
は
テ
レ
ビ
を
消
す

　

・
出
来
る
だ
け
外
で
遊
ぶ
よ
う
に
す
る

※
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用

時
間
や
閲
覧
す
る
サ
イ
ト
を
親
が
制
限
で

き
る
機
能
。
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
使
う
こ
と
で
、
ゲ
ー
ム
の
や
り
す
ぎ

や
動
画
の
見
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。

　

身
近
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
機
器
は
、
ペ
ア

レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

※

な
ど
を
活
用

し
て
保
護
者
主
導
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
子
ど
も
た
ち　

そ
の
現
実
と
対
応

～
大
人
が
で
き
る
こ
と
・
す
べ
き
こ
と
～

美
瑛
町
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
講
演
会

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
使
用
率
が
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
小
学
生
の
使
用
率
も

高
く
、
睡
眠
不
足
や
体
調
不
良
を
訴
え

る
保
護
者
が
多
い
と
い
う
現
状
に
ふ
れ
、

「
発
達
を
理
解
し
、
年
齢
に
応
じ
た
対
応

と
ル
ー
ル
作
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」
や

「
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
を
防
ぎ
、
質

の
良
い
睡
眠
と
健
康
な
体
作
り
が
必
要
で

あ
る
こ
と
」
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
「
学
び
」
と
「
遊

び
」
の
ル
ー
ル
は
早
目
に
決
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
に
家
庭
で
の
ル
ー

ル
作
り
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

来
育
ま
れ
る
は
ず
の
五
感
（
見
る
・
聞

く
・
触
る
・
嗅
ぐ
・
味
わ
う
）
で
刺
激
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

・
利
用
時
間
、
利
用
場
所
を
決
め
る

　

・
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ら
、
オ
フ
ラ
イ
ン

　
　

ゲ
ー
ム
が
お
勧
め
で
す

　

乳
幼
児
期
は
、
ゲ
ー
ム
や
動
画
視
聴
な

ど
の
画
面
を
見
る
時
間
を
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
「
も
っ
と
見
た
い
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
親
は
感
情
的
に
な
ら
ず
に
「
約
束

よ
」
と
ス
イ
ッ
チ
を
オ
フ
に
す
る
、
と
い

う
よ
う
な
「
し
つ
け
」
を
す
る
時
期
で
す
。
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今
月
の
特
集
展
示

 

「
２
０
２
１
年
よ
く
読
ま
れ
た
本
」

　

２
０
２
１
年
に
美
瑛
町
図
書
館
で
貸
し

出
し
の
多
か
っ
た
文
芸
書
と
実
用
書
を
ラ

ン
キ
ン
グ
で
発
表
し
ま
す
。

　

話
題
に
な
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
、
読
み
逃

し
た
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
気
に
入
り

の
一
冊
は
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
毎
年
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
こ
の
企
画
。
12
月
中
旬
か
ら
展
示
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
12
月
11
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

   

日
時
／
12
月
25
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

図
書
館
だ
よ
り
　
電

　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

　

水
俣
病
を
知
っ
た
写
真
家
ユ
ー
ジ
ン
・

ス
ミ
ス
夫
妻
が
、
実
際
に
漁
村
へ
と
移
り

住
み
、
病
に
苦
し
む
人
々
の
苦
闘
の
日
々

を
撮
り
続
け
た
３
年
間
に
迫
る
。
水
俣 

の
人
と
ユ
ー
ジ
ン
の
思
い
が
伝
わ
る
深
く 

美
し
い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
「
女
帝
小

池
百
合
子
」
で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
を
受
賞
し
た
著
者
が
、
文
明
の
闇

と
芸
術
家
の
葛
藤
に
迫
る
一
作
で
あ
る
。

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「 

魂
を
撮
ろ
う　

　

ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
と
ア
イ
リ
ー
ン
の
水
俣
」

　
　
　
　
　
　
　

 
 

石
井　

妙
子
／
著

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す

　

図
書
館
で
一
足
早
い
楽
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
「
パ
ペ
ッ
ト
あ

い
あ
い
」
に
よ
る
人
形
劇
や
工
作
会
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
12
月
12
日
（
日
）

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
（
横
尾
丹
保
氏
）

　

時
間
／
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▽
人
形
劇

　

時
間
／
午
前
11
時
～
11
時
30
分

　

定
員
／
20
人

▽
工
作
会
（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
）

　

時
間
／
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
方

　

定
員
／
各
回
10
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

―
　
火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番

　
―

　
美
瑛
消
防
署

　
　
☎
92-

２
０
２
９

　
災
害
情
報
案
内

　
☎
92-

１
１
１
９

 

「
火
の
用
心
」
で
明
る
い
新
年
を

　

12
月
27
日
（
月
）
か
ら
29
日
（
水
）
の

３
日
間
、
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
間
、

消
防
団
が
地
域
を
巡
回
す
る
火
災
警
戒
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

歳
末
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
火
気
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災

の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
警
備
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
火
の

取
扱
い
な
ど
に
は
十
分
注
意

し
て
、
火
災
予
防
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
だ
よ
り

　

10
月
31
日
（
日
）、
美
瑛
消
防
署
内
で

美
瑛
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
防
災
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
22
人
が
参
加
し
、
消
防
署
の

施
設
見
学
や
ロ
ー
プ
の
結
び
方
、
消
防

ホ
ー
ス
の
運
び
方
か
ら
延
ば
し
方
な
ど
消

防
な
ら
で
は
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
中
止
と
な
っ
て
い

美
瑛
町
婦
人
親
交
会
防
火
ク
ラ
ブ

　
　

 

防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
29
日
（
金
）、
美
瑛
消
防
署
内
で

美
瑛
町
婦
人
親
交
会
防
火
ク
ラ
ブ
の
防
災

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際
、
広
域
応
援

隊
派
遣
隊
員
と
な
り
、
厚
真
町
で
活
動
し

た
美
瑛
消
防
署
職
員
か
ら
、
被
災
地
の
状

況
と
地
震
火
災
の
注
意
点
に
つ
い
て
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
員
と
職
員
で
意
見
交
換

も
行
い
、
防
災
へ
の
意
識
を
深
め
る
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

美
瑛
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
　

 

防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

た
中
、
久
し
ぶ
り
の
研
修
会
に
参
加
し
た

ク
ラ
ブ
員
か
ら
は
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
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美
瑛
町
立
病
院
　
　
電

　
話
68
‐
７
１
１
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
１
２
０

夜
間
・
休
日
の
救
急
外
来
受
診
に

つ
い
て

●午前／７時30分～11時30分
●午後／０時30分～４時30分
　※眼科は木曜日のみ(午後４時まで）
　※整形外科は火・金曜日のみ(午前のみ）

診療時間

●午前／8時30分～正午
●午後／１時～５時
　※眼科は木曜日のみ
　※整形外科は火・金曜日のみ

◆坂井医師の外来は、急な検査対応のため診察までに時
　間がかかる場合がありますので、ご了承ください。

　

時
間
外
や
休
日
に
診
察
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
来
院
前
に
町

立
病
院
に
電
話
に
て
病
状
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

時
間
外
・
休
日
に
関
わ
ら
ず
、
24
時

間
体
制
で
医
師
が
常
駐
し
て
い
ま
す

が
、
旭
川
市
内
の
大
規
模
・
中
規
模
病

院
と
違
い
、
財
政
的
に
複
数
の
専
門
医

師
を
夜
間
休
日
に
待
機
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

電
話
を
い
た
だ
い
た
際
に
、
当
直
の

医
師
ま
た
は
看
護
師
が
直
接
病
状
を
お

聞
き
し
、
町
立
病
院
に
て
早
急
な
治
療

に
当
た
る
か
、
始
め
か
ら
病
状
に
即
し

た
専
門
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
が
良
い

の
か
を
医
師
が
判
断
し
お
伝
え
し
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
町
立
病
院
に
お
越
し
い
た

だ
く
場
合
に
も
、
電
話
で
症
状
を
事
前

に
確
認
す
る
こ
と
で
万
全
の
準
備
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受付時間

　

12
月
31
日
（
金
）
か
ら
１
月
５
日
（
水
）

ま
で
休
診
と
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
外
来
診
療
に
つ
い
て

※
12
月
９
日
（
木
）、
林
医
師
（
旭
川
医

　

科
大
学
派
遣
）
は
不
在
と
な
り
ま
す
。

※
12
月
21
日
（
火
）
の
午
前
中
、
坂
井

　

医
師
は
不
在
と
な
り
ま
す
。

ちょこっと
防　　災

　

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
将
軍
の
到
来
で

す
。
そ
こ
で
、
今
月
の
ち
ょ
こ
っ
と
防
災

は
「
暴
風
雪
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

暴
風
雪
に
伴
う
災
害
に
は
、
猛
ふ
ぶ
き

に
よ
る
視
界
不
良
、
吹
き
だ
ま
り
に
よ
る

交
通
障
害
や
歩
行
困
難
、
暴
風
に
よ
る
飛

散
物
で
の
家
屋
な
ど
の
損
壊
、
停
電
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
で
も
、
今
年
の
２
月
、
暴
風
雪
警

報
が
発
表
さ
れ
、
大
雪
に
よ
る
交
通
障
害

が
白
金
地
区
や
水
沢
地
区
で
発
生
し
、
通

行
止
め
に
な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。

　

気
象
庁
は
、
暴
風
雪
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
暴
風
雪
警
報
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

広
範
囲
で
の
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は

「
数
年
に
一
度
の
猛
ふ
ぶ
き
、
外
出
を
控

え
て
下
さ
い
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
た

気
象
情
報
を
発
表
し
、
暴
風
雪
に
対
す
る

厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
な

る
べ
く
不
要
な
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
、

最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
し
、
天
候
の
変

化
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
は
、
11
月
10
日
か
ら
、
６
時
間

先
ま
で
の
降
雪
量
を
予
測
す
る
「
降
雪
短

時
間
予
報
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
予
報
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
今
後
の
雪
」
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
ど
こ
で
降
雪
が
多
く

な
っ
て
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
ど

こ
で
降
雪
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
の
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
情

報
を
有
効
に
活
用
し
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
早
め
早
め
の
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
防
災
無
線
や
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
、
地
デ
ジ
広
報
で
、

暴
風
雪
に
対
し
て
の
警
戒
や
Ｊ
Ｒ
の
運
休

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を

　

な
お
、
年
末
年
始
も
医
師
が
24
時
間

常
駐
し
て
い
ま
す
。
体
調
不
良
や
け
が

な
ど
で
急
を
要
す
る
場
合
は
、
通
常
の

時
間
外
・
休
日
と
同
様
に
町
立
病
院
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

美瑛町
公式 LINE

美 瑛 町 公 式

LINE を登録し

てください。

総務課危機対策室
大畑係長

暴
風
雪
に
備
え
て
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Introducing the people of Biei 

のまちで輝く丘

　
平
成
22
年
４
月
に
、
５
人
で
結
成
し
た
「
ぱ
ぺ
っ
と
あ
い
あ
い
」。
現

在
は
６
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
人
形

劇
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
落
ち
着
き
、
１
年
半
ぶ
り
に

活
動
を
再
開
し
た
皆
さ
ん
に
、
お
話
し
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【ぱぺっとあいあいのメンバーの皆さん】
左から　北川眞由美さん、柳本百合さん、
坂本ちひろさん、髙橋千恵美さん。他に板
山和子さん、井上慶子さんの６人で活動し
ています。

一緒に活動してくるメンバーを募集中です。

　

５
月
26
日
か
ら
始
ま
っ
た
農
福
連
携
事

業
の
ト
マ
ト
の
作
付
け
実
習
は
、
10
月
29

日
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞

わ
れ
、
ハ
ウ
ス
の
中
は
連
日
30
度
を
超
え

る
過
酷
な
状
況
で
し
た
が
、
実
習
生
た
ち

は
根
気
強
く
、
い
つ
も
丁
寧
に
作
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
合
計
２
９
３
４
kg
の
ト
マ
ト

を
出
荷
し
、
目
標
と
し
て
い
た
美
瑛
町
の

標
準
収
量
（
９
ｔ
／
10
ａ
）
に
対
す
る
達

成
率
も
１
０
４
％
と
計
画
以
上
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
習
生
た
ち
は
、
目
標
を
達
成
で
き
た

喜
び
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

　
農
福
連
携
事
業

　
ト
マ
ト
の
作
付
け
実
習
が
終
わ
り
ま
し
た

　

11
月
か
ら
は
、
農
業
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
み
の
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
冬

野
菜
で
あ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
作
付
け
実

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
習
に
よ
っ

て
、
美
瑛
町
に
お
け
る
通
年
で
の
農
福
連

携
が
実
現
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
す
。

冬
期
間
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
作
付
け

実
習
を
行
い
ま
す

　

美
瑛
町
農
福
連
携
推
進
協
議
会
で
は
、

来
年
度
か
ら
生
産
者
の
現
場
で
の
農
福
連

携
の
試
験
的
な
導
入
を
積
極
的
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。
農
福
連
携
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
協
議
会
事
務
局
（
農
林
課
☎
92-

４
３
９
１
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
産
現
場
へ
の
導
入
に
む
け
て

き
た
作
業
に
あ
ら
た
め
て
自
信
を
持
ち
、

充
足
感
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
美
進
以
外
の
町
内
生
産
者
の
現

場
で
も
、
ト
マ
ト
の
摘
葉
や
ハ
ウ
ス
の
片

付
け
、
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
な
ど
の
作
業
に

取
り
組
み
、
生
産
者
の
方
か
ら
は
「
ま
た

作
業
に
来
て
ほ
し
い
」
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

問
合
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係　

☎
92ｰ

４
３
２
１

　

ぱ
ぺ
っ
と
あ
い
あ
い
は
、
メ
ン
バ
ー
の

板
山
さ
ん
が
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
で
深
川

に
行
っ
た
時
に
人
形
劇
を
見
て
「
楽
し
そ

う
だ
な
。
自
分
で
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
思
い
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
仲
間

を
集
め
て
活
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

ぱ
ぺ
っ
と
あ
い
あ
い
の
人
形
劇
は
、
シ

ナ
リ
オ
、
人
形
、
小
道
具
と
全
て
を
手
作

り
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
始
め
て
み
る
と
、

セ
リ
フ
を
覚
え
た
り
、
人
形
を
作
っ
た
り

す
る
の
は
大
変
で
あ
り
、
公
演
前
は
と
て

も
緊
張
す
る
そ
う
で
す
が
「
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
た
り
、
笑
っ
て
く
れ
た
り

す
る
の
を
見
る
と
、
良
か
っ
た
、
ま
た
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
終
わ
っ

た
時
の
達
成
感
が
心
地
良
い
で
す
」
と
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

「
メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま

し
た
が
、
昨
年
、
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、
図

書
館
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
方
々
に
ご
協

力
、ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
有
難
い
で
す
。
」
と
話
す
代
表
の

北
川
さ
ん
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
公
演
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
12
日
12
日
（
日
）
に
図
書
館
で
人
形

劇
「
３
匹
の
こ
ぶ
た
」
を
公
演
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
一
度
、
ぱ
ぺ
っ
と
あ

い
あ
い
さ
ん
の
人
形
劇
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

活
動
の
き
っ
か
け
は

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

　10 月 24 日、丘のまちびえい移住定住促進協議

会の会員や移住体験中の方など 33 人が集まり「ま

ちづくり井戸端会議」が開催されました。

　会議では、テーマごとにグループに分かれて、

まちの現状と課題を話し合い、課題解決に向けた

提案を発表しました。

　ここで提案された内容は、今後、役場内で予算

化や業務改善に向けた検討が行われます。今回の

結果がどのようにまちづくりに反映されるか、ご

期待ください。

たくさんのアイデアが生まれました

十勝岳の平穏と町の繁栄を願って

美瑛米と食パンをありがとうございます

　11 月 22 日、美瑛町農業協同組合から「学

校給食で提供してほしい」と美瑛産ななつぼし

3,000kg と美瑛産ゆめちからの食パン 900 食分

が寄贈されました。

　熊谷組合長は「子どもたちにたくさん食べても

らって、しっかり勉強と運動をしてもらいたい」と

子どもたちへの思いを述べ、佐藤麦作部会長、村

井稲作生産部会長と共に角和町長に手渡しました。

　寄贈していただいたお米とパンは、12 月以降

に町内の学校給食で提供されます。

　11 日 6 日、美瑛神社の境内で「第 33 回那智・

美瑛火祭」が行われました。

　12 本の大松明を掲げた担ぎ手たちは「オー

リャ、オーリャ」と叫びながら、境内を練り歩

き、時折上がる火の粉に観客は歓声を上げていま

した。

　昨年に引き続き、今年も規模を縮小しての開催

となりましたが、担ぎ手たちの気合いと高々と燃

え上がる炎で会場は熱気に包まれていました。

色鮮やかな食材を味わって

　レストラン「アスペルジュ」では、11 月 17 日

～ 19 日の３日間、町内の中学３年生を対象とし

た食育事業「丘の恵みを楽しく食べよう」が開催

されました。

　美瑛町産の野菜を使ったサラダ「美瑛の畑」を

はじめ、全７品を味わった生徒からは「苦手な野

菜もおいしく食べることができました」とうれし

い声が聞こえるなど、美瑛産食材のおいしさや食

の大切さなどを、あらためて感じ取ったようでし

た。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

【
単
身
世
帯
向
け
】

・
旭
町
団
地
１
号
棟　
　
　
　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

２
０
０
０
０
～
２
９
８
０
０
円 

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
南
町
団
地
１
号
棟
18
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

１
９
１
０
０
～
２
８
５
０
０
円

・
東
町
団
地
７
４
７
号
・
７
４
８
号
室　

３
Ｄ
Ｋ

　
  

月
額　

９
５
０
０
～
１
４
１
０
０
円

・
置
杵
牛
町
営
住
宅
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

            

月
額　

１
５
０
０
０
円

・
朗
根
内
町
営
一
般
住
宅
２
１
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

            

月
額　

３
６
０
０
０
円

・
美
田
町
営
一
般
住
宅
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

            
月
額　

１
９
０
０
０
円

※
家
族
世
帯
優
先
で
す
が
、
単
身
の
方
も

　

申
し
込
み
可
能
で
す
。

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４　

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
令
和
４
年
１
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
12
月
１
日（
水
）
～
17
日（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
だ
さ
い
。　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

臨
時
お
よ
び
代
替
職
員
、
な
か
よ

し
児
童
館
厚
生
員
を
募
集
し
ま
す

び
え
い
子
育
て
応
援
団☎

92-

１
５
７
７　

①
臨
時
お
よ
び
代
替
職
員

募
集
人
員
／
若
干
名

勤
務
場
所
／
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

業
務
内
容
／
保
育
業
務

募
集
条
件
／
子
ど
も
が
好
き
で
あ
れ
ば
、

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
は
不
要
で
す
。

雇
用
期
間
／
12
月
～
令
和
４
年
３
月
31
日

　

（
更
新
あ
り
）

勤
務
日
数
／

　
臨
時
職
員
　
月
～
土
曜
日
の
変
則
勤
務

　

代
替
職
員　

月
に
数
回
程
度　
　
　
　

保
険
適
用
／
雇
用
保
険
・
労
働
保
険

　

社
会
保
険
（
臨
時
職
員
の
み
）

賃
金(

時
給)

／
有
資
格
者　

１
０
８
６
円

 

無
資
格
者　

１
０
２
２
円

②
な
か
よ
し
児
童
館
厚
生
員

募
集
人
員
／
主
任
指
導
員　

１
人

　
　
　
　
　

一
般
指
導
員　

若
干
名

勤
務
場
所
／
な
か
よ
し
児
童
館

業
務
内
容
／
児
童
の
遊
び
の
指
導
や
安
全
管
理

募
集
条
件
／
子
ど
も
が
好
き
で
あ
れ
ば
、

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
は
不
要
で
す
。

雇
用
期
間
／
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和

　

５
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
お
よ
び
日
数
／

　
主
任
指
導
員
　
月
曜
～
金
曜

　
　

午
後
１
時
30
分
～
６
時

　

一
般
指
導
員　

月
～
土
曜
日
の
変
則
勤
務

募
　
集

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
事
務
補
助
な
ど

募
集
条
件
／
町
内
在
住
で
パ
ソ
コ
ン
の
基

　

本
操
作
が
で
き
る
方

雇
用
期
間
／
令
和
４
年
１
月
11
日
～
３
月
31
日

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

報
酬
／
日
額　

６
６
１
９
円
（
条
例
に

　

基
づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
12
月
15
日　

（
水
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
税
務
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
２
９
７

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

（
週
29
時
間
以
内
）

保
険
適
用
／
雇
用
保
険
・
労
働
保
険

賃
金
（
時
給
）
／

　

主
任
指
導
員 

１
４
８
９
円

　

一
般
指
導
員　

有
資
格
者 

１
０
８
６
円   

　
　
　
　
　
　
　

無
資
格
者 

１
０
２
２
円

選
考
方
法
／
①
、
②
と
も
に
書
類
選
考
、

　

面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
方
法
／
①
は
12
月
10
日
（
金
）
、
②

　

は
12
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
履
歴
書（
写

　

真
添
付
）
を
び
え
い
子
育
て
応
援
団
事

　

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅
／

・
南
町
１
丁
目
２
番
25
号　
　
　
　

１
戸

　

  
     

   
    

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
別
途

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
・
洗
濯
機
は
共
同
利
用
で
す
。

募
集
期
間
／
12
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

応
募
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５　
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生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
12
月
15
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
、
左
記
申
し
込
み
先
へ
電
話
な
ど

　

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

保
健
・
福
祉

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　
町
内
の
小
中
学
生
が
描
い
た
水
彩
画
や

書
道
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
彩

な
テ
ー
マ
で
描
か
れ
た
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
満
載
の
水
彩
画
や
日
々
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
た
書
道
な
ど
の
作
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
30
日
（
火
）
～
12
月
12
日
（
日
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

今
年
も
図
書
館
ツ
リ
ー
を
美
瑛
軟
石

の
壁
面
に
飾
り
ま
す
。
み
ん
な
で
飾
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
素
敵
な
ツ
リ
ー
を

完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
12
月
１
日
（
水
）
～
25
日
（
土
）

図
書
館
ツ
リ
ー
を
飾
ろ
う

令
和
３
年
度
美
瑛
町
児
童
・
生
徒
作
品
展

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
・
へ
き
地
保
育
所  

作
品
展

　
手
形
ア
ー
ト
や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
な
ど
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
た
ち

が
一
生
懸
命
作
っ
た
愛
ら
し
い
作
品
は
、

ほ
っ
こ
り
と
心
温
ま

る
も
の
ば
か
り
で

す
。
昨
年
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
日
々

の
成
長
の
証
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
12
月
14
日
（
火
）
～
26
日
（
日
）

そ
の
他

税
務
課
資
産
税
係

☎
92-

４
２
９
６　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

会
社
や
、
個
人
事
業
主
、
農
業
経
営
者

な
ど
で
、
そ
の
事
業
に
用
い
る
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
の
必
要
が
あ
る
償
却
資
産
は
、
令

和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
あ
る
事

業
用
の
機
械
や
備
品
、構
築
物
な
ど
で
す
。

申
告
期
間
／

　

令
和
４
年
１
月
６
日
（
木
）
～
31
日
（
月
）

注
意
事
項
／

・
現
在
稼
働
し
て
い
な
い
資
産
で
あ
っ
て

　

も
、
す
ぐ
に
稼
働
で
き
る
状
態
に
あ
る

　

場
合
は
申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
新
規
開
業
者
は
、
税
務
課(

役
場
１
階
⑩

　

番
窓
口)

で
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
昨
年
度
申
告
を
し
た
方
に
は
、
12
月
下

　

旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
総
務
係

☎
92-

４
３
１
６　

無
料
法
律
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
、
日

常
生
活
の
お
悩
み
に
法
律
的
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時
／
毎
週
木
曜
日　

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
場
／
旭
川
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
旭
川

　

市
７
条
通
６
丁
目
）

申
込
方
法
／
事
前
に
本
人
が
電
話
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
旭
川
市
民
相
談
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
26-

１
９
９
８
）
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暮らしのお知らせ

  

年
末
年
始
の

　
　
　
お
知
ら
せ

ご
み
の
収
集

し
尿
の
収
集

◇
12
月
30
日
（
木
）
か
ら
翌
年
１
月
６
日
（
木
）

　

ま
で
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。

◇
年
内
の
収
集
を
希
望
す
る
場
合
は
12
月 

  

15
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ 

  

い
。

◇
12
月
16
日
（
木
）
以
降
の
申
し
込
み
は
、

　

翌
年
１
月
７
日
（
金
）
か
ら
の
収
集
に

　

な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
美
瑛
清
掃
㈱

（
☎
92-

１
３
３
６
）

し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
へ
の
ご
み
の
搬
入

◇
12
月
31
日
（
金
）
か
ら
翌
年
１
月
５
日

　

（
水
）
ま
で
受
け
入
れ
を
お
休
み
し
ま

　

す
。

◇
料
金
は
10
㌔
ま
で
80
円
、
10
㌔
を
超
え

　

る
場
合
は
10
㌔
ご
と
に
80
円
加
算
と
な

　

り
ま
す
。

◇
年
末
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

早
め
の
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
当
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
個
人
の
方

　

は
、
受
け
付
け
の
際
に
本
人
確
認
を

　

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
本
人
を
確
認

　

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

　

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
92-

２
２
４
７
）

施設名 28
（火）

29
（水）

30
（木）

31
（金）

１
（土）

２
（日）

３
（月）

４
（火）

５
（水）

６
（木）

 丘のまち郷土学館「美宙」 午後５時閉館

 町民スキー場

 子ども支援センター

 なかよし児童館 正午閉館

 いきいきセンター 12 月 25 日～ 1月 11 日まで休館

 国民保養センター
午後4時 30分
閉館

 美瑛町農業技術研修センター 正午閉館

 十勝岳火山砂防情報センター

 十勝岳望岳台シェルター 12 月 28 日～４月下旬まで休館

「
可
燃
ご
み
」
の
特
別
収
集

◇
12
月
30
日（
木
）に
Ｂ
コ
ー
ス
と
Ｄ
コ
ー

　

ス
で
実
施
し
ま
す
。

「
資
源
ご
み
②
」
の
特
別
収
集

◇
12
月
29
日（
水
）に
Ｃ
コ
ー
ス
と
Ｄ
コ
ー 

  
ス
で
実
施
し
ま
す
。

　

年
明
け
か
ら
の
収
集
は
、
広
報
１
月
号

に
折
り
込
ま
れ
る
「
令
和
４
年
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
月
休
み
期
間
中
の
ご
み
は
各
家
庭
で

　

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

（
☎
92-
４
２
９
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　
　
　
　
関
す
る
手
続
き

　

12
月
29
日
、
30
日
は
、
役
場
は
開
庁
し

て
い
ま
す
が
、
カ
ー
ド
管
理
シ
ス
テ
ム
の

停
止
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
生
活
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
92-

４
２
９
５
）

公
共
施
設
な
ど
の
休
館
日

　

左
記
以
外
の
公
共
施
設
は
、
12
月
31
日

（
金
）
か
ら
１
月
５
日
（
水
）
ま
で
休
館

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合
や
、
配
偶
者
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
場
合
な
ど
は
国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し

な
か
っ
た
た
め
に
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　

資
格
喪
失
証
明
書
、
基
礎
年
金
番
号
が

　

わ
か
る
書
類
（
年
金
手
帳
、
日
本
年
金

　

機
構
か
ら
届
い
た
郵
便
物
な
ど
）

　
　
　国

民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              
　

☎
92-

４
２
９
５

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
る
変
圧

器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
の
処
分

期
限
ま
で
残
り
４
カ
月
で
す

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
有
毒
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
法

律
で
製
造
お
よ
び
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

処
分
期
限
後
に
発
見
さ
れ
た
場
合
、
命

令
お
よ
び
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
所
有
す
る
施
設
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

含
ま
れ
る
業
務
用
変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン

サ
ー
な
ど
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

処
分
期
限
／
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ
／
北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局
循

　

環
型
社
会
推
進
課
大
気
汚
染
係

　
　
　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
１
９
２

休館日
－20－



短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

豊
作
を
祈
り
し
春
の
地
鎮
祭
高
温
少
雨
で
願
い
届
か
ず

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

一
生
を
優
等
生
で
姉
逝
き
ぬ
夕
焼
け
の
歌
残
し
安
ら
か
に旭

北
星　

  　

 

田
中　

幸
穂

九
十
路
の
叔
母
体
調
不
良
の
日
々
送
り
受
入
れ
難
く
も
あ
る
が
ま
ま
に
と

旭
町
三 

 　

 

　

守
谷　

忠
弘

落
ち
葉
ふ
み
今
年
最
後
の
墓
参
り
生
き
難
き
心
貴
方
に
託
す

本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

天
空
に
羊
雲
数
多
拡
が
り
ぬ
悲
し
き
ま
で
に
秋
の
月
冴
え新

星
第
三　

   

下
平　

公
枝

卒
業
時
三
十
五
名
の
級
友
も
十
五
名
先
立
ち
二
十
名
と
な
る

旭
第
四　
　

 

　

谷
口　

健
三

に
こ
ご
り
や
溶
け
て
広
が
る
母
の
味 

   　
　
　
　

 

丸
山
一　
　
　

 

髙
木　

瑛
峰

煮
凝
り
や
亡
母
に
な
か
っ
た
日
曜
日　
　
　
　
　
　

 

幸
町
二　
　
　

 

浜
田　

恵
子

煮
凝
り
や
濃こ

い
目
の
味
は
姑は

は

好
み　
　
　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　
　

 

三
浦
ひ
か
り

煮
凝
り
や
屋
根
裏
に
入
る
鼠
あ
り　
　

  　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　

   

中
村
ゆ
き
え

板
さ
ん
の
煮
凝
り
活
か
す
蕎
麦
サ
ラ
ダ 　
　
　
　

 
 

水
沢
春
日
台   

舟
山　

初
枝

煮
凝
り
の
締
め
は
湯
を
か
け
祖
母
流
に　
　
　
　
　

 

大
町
二　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

煮
凝
り
や
母
の
忌
日
の
五
十
回　
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戸籍の窓
      令和３年10月１日から

    　令和３年10月31日までの届出分

人の動き

　　 　　4,769世帯　（-13）

   男　　4,520　人　（ -7）

   女　　5,135　人　（-14）

　合計　 9,655　人　（-21）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

谷口　　翠
すい

　 女　 大町１丁目

安藤　奏
そ な

菜   女　 大町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

小口　フヨ　 94　 字横牛第２

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　　　令和３年10月１日～31日

▼発　　生　  19件（147件）【188件】

　人身事故　   1件（ 17件）【  8件】

　物損事故　  18件（130件）【180件】

▼死　　亡　   0人（　1人）【　0人】

　負 傷 者　   1人（ 20人）【  7人】

（ ）は令和３年１月～10月末までの累計

【 】は令和２年１月～10月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和３年１月１日～10月31日

▽火災　　　8件（　4件）

▽救急　　459件（458件）

▽救助　　　3件（　1件）

（ ）は前年同期間の件数

「令和 4 年美瑛町はたちの集い」のお知らせ

【場　所】 町民センター１階　多目的ホール「美丘」

【日　時】 令和 4 年１月９日（日）　午後１時～

問合せ／文化スポーツ課　　☎92-4141

　「令和４年美瑛町はたちの集い」を令和４年１月９日に開催します。

11月下旬に、対象となる方に式典の案内状を送付していますが、案

内状が届いていない方で参加を希望される方は、12月17日（金）ま

でに文化スポーツ課にご連絡ください。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、開

催直前であっても、やむを得ず式典を中止する場合がありますので、

あらかじめご了承ください。

【対象者】 平成 13 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月 1 日までに生まれ

た方で町内に在住している方。

※町外に転出している方で美瑛町での式典に参加を希望さ

　れる場合はご連絡ください。

〇式典の開催にあたっては、参加者の新型コロナワクチン２回接種済証また

　は抗原検査の陰性証明の掲示などの感染防止対策を徹底します。
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第 45回第 45回　　　
宮様国際スキーマラソン宮様国際スキーマラソン

FIS・SAJ 公認／FIS・SAJ 公認／
北海道歩くスキー交歓会北海道歩くスキー交歓会寬仁親王記念寬仁親王記念

参加者募集！参加者募集！

令和４年令和４年

２２月月2020日日（（日日））

○参加料（町内在住の小・中学生は保険料 300 円のみ）

○参加申込み

　文化スポーツ課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、参

加料を添えて令和４年１月 17 日（月）までに申し込みください。

　インターネットおよび専用振替用紙での申し込みもできます

（町内在住の小・中学生は直接、文化スポーツ課へ

申し込みください）。

　詳しくは丘のまちびえい宮様国際スキーマラソ

ン公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

問合せ／

丘のまちびえい宮様国際スキーマラソン組織委員会事務局（☎ 92-3333）

本大会本大会

○その他

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、開催直前であっても、やむを得ず

大会を中止する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

２２月月 1919 日（日（土土））
 時間／午後５時～ 時間／午後５時～

 午後６時30分（予定） 午後６時30分（予定）

 会場／スポーツセンター 会場／スポーツセンター

開会式・交歓会開会式・交歓会

種目／宮様コース（38.30㎞）午前９時スタート種目／宮様コース（38.30㎞）午前９時スタート

　　　20　　　20㎞㎞コース（20.00㎞）午前10時スタートコース（20.00㎞）午前10時スタート

　　　歩くスキー（10.00㎞）午前９時スタート　　　歩くスキー（10.00㎞）午前９時スタート

宮様コース・20 km コース　　

　　高校生以上　3,500 円／小・中学生　1,000 円

歩くスキーコース

      高校生以上　3,000 円／小・中学生　1,000 円

※交歓会費　高校生以上：1,500 円　中学生以下：無料


